
平成26年度 施政方針

心
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
取
り
組
み
も

必
要
で
す
の
で
、
世
界
遺
産
推
進
室

を
河
浦
支
所
に
移
転
し
、
地
域
の
皆

様
と
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
、
本
格
的
に
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
す
が
、
今
年
の
８
月
ご
ろ
に
文

化
審
議
会
に
よ
る
国
内
推
薦
案
件
が

決
定
さ
れ
、
平
成
27
年
１
月
に
推
薦

書
が
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
同
年
９
月
ご
ろ
に
専
門
機

関
に
よ
る
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
、

平
成
28
年
６
月
ご
ろ
に
は
、
世
界
遺

産
委
員
会
に
お
い
て
最
終
審
議
、
判

断
が
な
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

吉
報
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
庁
内
で
も

推
進
本
部
を
軸
に
各
部
署
が
連
携

し
、
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
本
市
、
上
天
草
市
、
苓
北
町
を

構
成
市
町
と
す
る
「
天
草
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

天
草
地
域
全
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

去
る
４
月
30
日
に
は
、
横
浜
市
で
認

定
審
査
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
天
草
地
域
が
持
つ
ジ
オ
パ
ー

ク
資
源
や
人
、
く
ら
し
、
歴
史
な
ど

潜
在
的
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
現
地
審
査
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
認
定
を
受
け
る
た

め
に
全
力
を
傾
け
、
一
方
で
は
、
認

定
後
を
見
据
え
て
、
天
草
ジ
オ
パ
ー

ク
の
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
「
天

草
御
所
浦
ジ
オ
パ
ー
ク
（
御
所
浦
地

域
）」
の
化
石
採
集
場
整
備
の
ほ
か
、

各
ジ
オ
サ
イ
ト
の
整
備
を
図
り
、
環

境
の
保
全
や
情
報
発
信
、
ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
、
ガ
イ
ド
養
成
を
進

め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
求
め
ら
れ
る
地

域
の
魅
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
客
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
の
誘
導
や
拝
観
マ
ナ
ー

の
徹
底
な
ど
を
図
る
た
め
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
育
成
し
、
受

入
体
制
の
整
備
に
努
め
、引
き
続
き
、

「
天
草
島
民
総
お
も
て
な
し
運
動
」

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備

に
も
関
連
し
ま
す
が
、
旅
館
、
ホ
テ

ル
等
を
は
じ
め
と
す
る
商
工
業
者
の

施
設
整
備
等
を
促
進
す
る
た
め
に
、

こ
の
た
び
、
既
定
の
商
工
業
設
備
投

資
資
金
利
子
補
給
制
度
を
拡
充
し
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
人
の
流
れ
を
呼
び
込
む
た

め
に
は
、
快
適
な
道
路
網
の
整
備
が

必
要
で
す
。

　

熊
本
県
が
進
め
る
「
90
分
構
想
」

の
実
現
に
向
け
、
熊
本
天
草
幹
線
道

路
の
重
要
性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
、
熊
本
宇
土
道
路
、

新
天
門
橋
を
含
む
大
矢
野
バ
イ
パ

ス
、
第
二
瀬
戸
大
橋
を
含
む
志
柿
町

か
ら
港
町
ま
で
の
約
1
・
3
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
本
渡
道
路
が
、
整
備
区
間

の
指
定
を
受
け
事
業
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

残
り
区
間
に
つ
い
て
も
早
期
に
整

備
区
間
の
指
定
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
沿
道
の
市
・
町
と
協
力
し
要
望

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
本
渡
道
路
は
、
瀬
戸

大
橋
前
後
区
間
の
朝
夕
の
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
の
解
消
と
、
事
故
・
災
害

時
の
代
替
道
路
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
早
期
開
通
を
目
ざ
し
て
関
係
機

関
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
、
整
備

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
周
辺
の
街
路
整
備
を
行
い
、

市
街
地
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

御
所
浦
島
〜
横
浦
島
間
の
第
二
御

所
浦
架
橋
に
つ
い
て
は
、
救
急
医
療

へ
の
不
安
解
消
や
通
勤
・
通
学
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
の
振
興
の
た
め

に
、
整
備
促
進
を
強
く
県
に
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
生
活
圏
内
の
円
滑

な
移
動
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
県

道
へ
の
登
坂
車
線
な
ど
の
設
置
を
県

に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す

る
生
活
拠
点
間
の
市
道
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
「
市
内
生
活
圏
30
分
構

想
」
を
推
進
し
、
各
拠
点
間
の
移
動

時
間
の
短
縮
を
図
り
、
地
域
間
交
流

や
産
業
振
興
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
今
回
、
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
航
空
機
更

新
に
か
か
る
補
正
予
算
を
ご
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
天
草
地
域
と

熊
本
・
福
岡
都
市
圏
を
結
ぶ
唯
一
の

高
速
交
通
機
関
と
し
て
、
天
草
地
域

の
経
済
、
観
光
、
地
域
振
興
の
ほ
か
、

福
岡
地
区
等
か
ら
天
草
地
域
に
通
勤

す
る
医
師
等
の
交
通
手
段
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
集
落
へ
の
交
通
弱
者
対
策

に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
の
交
通
不

便
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、
基
本

方
針
を
定
め
た
「
天
草
市
公
共
交
通

連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
や
バ
ス
路
線
の

延
伸
な
ど
、
関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
公
共
交
通
の
基
盤
で

あ
る
路
線
バ
ス
を
生
活
圏
別
に
再
編

す
る
と
と
も
に
、
病
院
や
第
３
セ
ク

タ
ー
の
送
迎
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
交
通
資
源
を
有

効
活
用
す
る
な
ど
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
目
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
方
だ
け
の
世
帯
に
限
ら
ず
、

平
成
25
年
度
か
ら
「
日
中
独
居
」（
家

族
な
ど
の
同
居
の
方
が
、
日
中
は
仕

事
な
ど
の
た
め
、
高
齢
者
の
方
が
一

人
と
な
る
）
世
帯
も
対
象
と
し
て
事

業
拡
充
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
、
交
通
弱
者
対
策
の
た
め
の

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
認
知
症
患
者
の
増
加
や
、
孤
立

死
な
ど
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け

る
不
安
要
素
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
福
祉
対
策
は
急
務
で
あ

り
、
地
域
住
民
の
共
助
力
に
よ
る
支

援
体
制
づ
く
り
は
、
特
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
が
、
地
域
の
中
で

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
の
見
守

り
活
動
で
あ
る
「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
の
拡
充
を
図
り
、
あ

わ
せ
て
災
害
時
の
避
難
支
援
で
あ
る

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
対
策

事
業
」
を
一
体
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
を
現
在

の
「
小
学
校
３
年
生
」
か
ら
「
中
学

校
３
年
生
」
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
策
定
し
ま

す
「
天
草
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
に
合
わ
せ
て
、
保
育
料

徴
収
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
支
援
を
行
い
、
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
や
障
が
い
児
の
社
会
参

加
支
援
に
つ
い
て
は
、
療
育
推
進
の

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

１
歳
６
カ
月
児
健
診
や
３
歳
児
健

診
に
お
い
て
、
経
過
観
察
が
必
要
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
や
、
就
学
前

の
困
り
感
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
療
育
機

関
が
な
い
地
域
に
身
近
で
気
軽
に
集

え
る
よ
う
な
場
を
設
け
、
療
育
推
進

事
業
を
展
開
し
、
て
い
ね
い
な
子
育

て
に
つ
な
が
る
支
援
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、

予
防
医
学
に
裏
付
け
さ
れ
た
健
診
や

治
療
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

が
生
涯
に
わ
た
り
活
用
で
き
る
運
動

事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
な
ど
を
整
備 ←

←

き
め
細
や
か
な
生
活
支
援

　

し
か
し
、
航
空
機
の
経
年
化
に
よ

る
整
備
費
の
高
止
ま
り
や
、
現
有
機

の
製
造
中
止
に
伴
う
部
品
の
不
足
な

ど
に
よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
運
航

の
継
続
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
天
草
地
域
の
経
済
、
観

光
、
地
域
振
興
等
に
必
要
不
可
欠
な

空
路
を
維
持
し
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン

の
安
全
で
安
定
し
た
運
航
を
確
保
す

る
た
め
、
航
空
機
を
更
新
し
、
利
用

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▲民生委員による見守り活動のようす
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